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農業に未来を託す島す
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喜界烏は奄美大!'みの束北端に

位世し、鹿児,Ciから380km、名湘

市から69kmの太平洋I-にある。

島の面積は37km3で､北東から南

i判西に長く､東|凡I7.8km､1打北の最

長14km、周|川約49kmである｡ほ

ぼ島全体が第4紀石灰岩でおお

われ、島の大12は隆起サンゴ礁で

ある｡また､一年間にI.5～1.9mm

ずつ隆起しているともいわれる｡大

|壁と陸続きののち、いったん海中

に沈降し､｣il1l瑚礁の隆起で再び島

になったことから、‐占代から生き続

けている動柚物ｷHはほとんどみら

れない｡毒蛇ハブのような害虫もな

く、また人を寄せつけない自然の
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険しい地形や景観もない。人間に

とってはたいへんやさしい感じの

,島であるといえる。

集落は主に海岸線に沿って展

開し、各集落の後背地は農地と

なっている。島の中央束よりを南北

に走るI'I之台斤陵は蚊もI.'.Jいとこ

ろで裸,',','i225m、束から|凡iに向

第7章喜界島

かってゆるやかに傾斜する。概し

て平坦な島で、河川はほとんどな

い。気候はi品暖で、1966年から

[995nﾐまでの過去30年間の平均

気i品は22.4℃、平均降雨量は

2,230mmである。

人口は戦前において2万人を

超えていたが、戦後は急速に減少

し、現在は1万人を割り込んで

9.296人である。人｜｜の約3割は

I,'bの1凡i南部の湾・亦連地区に集

I↑'し、他のほとんどの集落では過

疎化･少子高齢化が著しい。

喜界島は1466年(文Ⅱそ元年)の

琉球1主の喜界島討伐からおよそ

150年間琉球王の統沿下にあった

が､I609年(慶長14年)の島津藩

の琉球征伐の結果､琉球から分割

され、1871年(明治4ｲIﾐ)の廃藩置

県まで､約260年の腿きにわたって

島津群にﾉI剰した。戦後は1946年

(Ill杯Ⅱ21年）米軍によって日本本

土と行政分離され、およそ8年の

|H1、米軍占領下にn'Vかれたが、

1953イ|こ(昭和28年)12月25日、

奄美入島、徳之島、沖水良部島、

与諭烏とともに祖.N復帰を実現し

た。
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源平来島伝説

喜界島には源為朝をはじめとし

て、僧俊寛や平家の落人に至るま

で多くの来島伝説がある。源為朝

が最初に着いたのが喜界島の小

野津といわれている。為朝は島の

近くまで来ると、住民の存在を確

かめようとして狩股の矢を放ち､上

陸後、その矢を抜き取ってみると、

その後から清水が湧き出した。こ

れが｢カリマタの泉｣の伝説である。

やがて為朝は西の方に大きな島

影を見て､大島に渡った後､さらに

船出して徳之島､沖永良部を経て、

琉球に到達したとされる。

次に平家来島伝説であるが、

長門の壇ノ浦の合戦の前夜、豊

前の国から九州南表へ逃れた平

家の一団は、屋久島を経て喜界

島に上陸した。そこで3年滞在し

ているうちに、近くに大きな島があ

るのを発見し、主のいない島だと

いうので､三方から船を乗りつけて

攻めた。全島の平定がなると、資

盛は島の西南部、加計呂麻島の

諸鈍に城を構え、有盛は北部、名

瀬市の浦上に居住し､行盛は東部、

龍郷町の戸口に城を築いたとされ

る。

僧俊寛の来島に至っては、その

信遍性をめぐって考古学的調査

まで行われた。こうした源平の来

島伝説の背景には、歴史の表面

には表れない武士や倭冠の来襲

があったことが想像きれる。後の

倭冠の中心地の一つは薩摩の坊

ノ津で、彼らは南西諸島を経て、

広東や福建などに達した。中世奄

美にも、武器を持った一団が幾度

か上陸したとみられ、こうしたこと

が､源平伝説が発生し助長されて

きた背景にあると考えられている。

平家落人の伝説を持つ地は、

全国に60～70カ所以上もあると

いわれている｡これらの伝説は､悲

劇的な最後を遂げた英雄に対す

る愛′|昔の情、遠い都への敬慕の

情、自分の家柄を高貴なものに結

びつけて権威を誇ろうとする心情

などが大きく作用しているとされる。

特に奄美諸島においては｢ネリヤ」

という、海の彼方の神境に対する

信仰があったため、こうしたことも

源平伝説を育てるにはとても都合

がよかったのではないかと考えら

れている。
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ロ(祝女)に任命して派遣し、当地

の一切の祭祁を任せるとともに､政

治的にも利用した。彼女たちを直

接支l肥し各地へ派遣したのは首
きこえのおおきみ

里の聞得大君であった。このよう

に、当時の琉球王はノロの神職組

織によって住民を宗教的に掌握し

たのであった。また、ノロたちは、

彼女たちが従っている首長のウナ

リイIM守護神）として、百姓や航海

者の信仰を獲得し、また、首長の

ため、信仰者から貢*||を集める者一

として、積極的な役割をになって

いたとされる。喜界島を含む奄美

群I約各地では今IIでも実際にノ

ロの水筒が存在するところもあれ

ば、ノロが使ったとされる神具など

が残っている集落も多い。

琉球からの来島者
ノロ

奄美の文化は、固有の基層文

化に、源平伝説にみるようなI｜本

本土から渡来した人たちの影響

を受けた｡しかし､一番影響の大き

かったのは琉球II寺代にもたらされ

た様々な琉球尾文化であろう。この

時代、衣食住を主とする奄美の生

活文化はすべての面で琉球化さ

れた｡しかし､li1じ琉球文化でも古

典音楽や,'｢典郷踊のような宮廷

芸能は伝わらなかった。そのかわ

り庶民芸能と実生活にi!|iした物質

文化や調理法、商法、漁法などが

伝えられた。

そもそも琉球王が奄

美の島々を支1妃下にお

さめた一番のII的は、

貿易中継地としての良

港と漁業椎を得るため

であったとされ、土地

支|妃などは考・えていな

かった。琉球では古く

から功労のあった者を

地方に任官するとき、

その妻や姉妹、地方豪

族の女子を女の神官ノ
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薩摩の来島者
代官と遠島人

薩摩時代には代官が来島し、

砂糖専売制を行って島民を重税

の苦しみに追いやった。薩摩藩は

1753～1755年に､幕府の命を受

けて木曽川改修の難工事を行い、

大変な借金をした。その上、藩主

島津重豪の派手な生活により､もっ

と大きな借財を作った｡その苦しい

藩の財政の建て直しの財源として、

植民地奄美の砂糖に注目したの

であった。

しかし、薩摩から来島してきた

人間は､島民を｢さとうきび地獄｣に

追いやった悪代官ばかりではな

かった。薩摩藩は、記録によれば

1789年から奄美諸島を流刑地と

定めた。島流しされたのは主に、

政治犯のような人たちで、罪の重

さによって､軽い方から大島､喜界

島、徳之島、沖永良部島と、だん

だん遠いところに流された｡この島

流しを「遠島」といい、流人たちを

｢遠島人」といった｡遠島人の中に

は高学の者も多く、奄美の史料と

して大変貴重な「南島雑話』の著
などやさげんた

者名越左源太や後の文学博士

しげのやすつく．

重野安鐸などが大島に遠島人と

して来島した。

喜界島に遠島きれた薩摩藩士

の中には、島民の教育や文化の

発展に貢献した者が多くいる。

1809年に遠島になって来島した
いじちきあん

藩士に偉大な学者伊地知季安が

いた。島民は季安の学識の高い

のを知ると、彼のために小さな居

宅を作って子供たちの師匠として

厚遇したという。こうして遠島から

3年後に許されて帰藩するまで、

季安は島民の啓蒙に大きく貢献し

たのであった。

また、これより先、寛延の頃
えびはらしようぞう

(1748-1751)に海老原庄蔵以下

11名の者が喜界島に流されてい

る。彼らは密会中にキリシタンバテ

レンの嫌疑で検挙され、1750年

(寛延3年)12月25日に流罪の刑

で喜界島に遠島してきた。海老原

も博学の人で、他の流人と同じく

島の児童たちに読み書き習字を

教え､島民の敬慕の的となったが、

その生涯を淋しく孤島で終えたと

いう。

幕末の1862年4月には、薩摩
むらたしんばち

藩士村田新八が遠島人として来

島した｡村田は、島津久光公の不

興を買って徳之島と沖永良部に

相次いで島流しになった西郷隆



盛の同志で､喜界島に遠島となり、

当時の湾村に住んだ｡村田もまた、

近隣の児童たちを集めて害を講

じ字を教え､ときには青年たちの頼

みに応じて柔術や相撲を教えた。

当時の弟子たちの家には彼の筆

になる漢書の教科書が保存され

ているといわれる｡また、村田は和

歌をよくし､そのうちの2首だけが、
きじまとうえん

彼の寓居であった喜島桃園家に

残っていると言われる｡村田は、西

郷が帰藩を赦された1864年（元

治元年）に西郷と一緒に島を離れ

た｡島民は村田新八の石碑を建て、

今なお敬慕してやまない。

このように、薩摩時代の遠島人

農業立烏

1970年に策定された「喜界島

長期総合振興計画」においてす

でに「本町産業の中心は農業で

あり、その振興を促進するため農

業基盤の整備及び農業経営の近

代化を図り、高生産性農業を積極

的に推進する」と述べられている

ように、喜界島における地域振興

は早い時期から農業を基盤とした

第7章喜界島

で奄美の島民の教育や文化の発

展に多少とも貢献した人は西郷隆

盛をはじめとして決して少なくない。

奄美諸島の遠島人たちは謹慎中

の不自由な身でありながら奄美諸

島の文化の向上と島民の啓発に

尽くした。また、遠くは源平の世か

ら､琉球・薩摩の両時代を通じて、

奄美､喜界島には海の彼方から常

に多くの来訪者があった。文化や

情報は常に外から持ち込まれ続

けてきた｡この関係は現在でも大き

くは変わっていない｡しかし、情報

化時代の今日、島からも様々な情

報が発信されるようになってきた。

産業振興という考え方にまとまっ

ていた。「農業立島」という言葉も

1972年頃から使われるようになっ

た。その基幹作物はサトウキビで

ある。

喜界島の農業振興に大きな自

然的制約が二つあった。一つは、

士地の基盤整備であり、もう一つ

は農業用水の問題であった。その

ため、当然ながらこの農地整備と

農業用水の問題を喜界町におけ

る「奄振」事業の中心にすえて最

も力を入れた。特に、農業の生産
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はじよう

基盤であるlilll場整備は､膿業を地

域振興の基盤とする上で急務で

あった｡1998年までに、lilll場確備

率と農道整備率はそれそ繕れ88．

5％、68．4％に達している。また、

農業川水の問)垣は、緩やかで起

伏の少ない平坦な土地と透水性

の琉球石灰岩に覆われた地質構

造からくる恒常的な水不足にあっ

た｡そうしたなか、匡|営事業による

地下ダム建設が浮上し、’973年

に喜界地|､､ダム計画が採択され、

1992年に着工し、1999年に地下

ダムの止水壁が完成した。現在、

用水を送るためのパイプラインと

貯水池の設置工事が進んでいる。

2010年には県営による末端瀧概

施設整術が終了し、完成となる見

込みである。

地1､~ダムの完成によって基幹

作物であるサトウキビをはじめと

する作物の増収、花き、|刺芸作物

の生産向上が見込まれている。行

政はこれら2つの柱、すなわち基

盤整術と水資源開発の推進ととも

に大型機械の導入によって生産

規模の拡大や担い手農家の減少

およびl'','l齢化問題の克HEをII指

している。

群島一の
サトウキど

喜界島の農業は、農家一戸あ

たりのサトウキビの耕地面積なら

びに10aあたりの収量は奄美群島

一である。サトウキビは他の農作

物に比べて植え付けや収稚に手
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サトウキビ畑をまっすぐ突き抜ける農道（左）機械化されたサトウキビ工場（右上）

サトウキビの収穫（右下）◎桑原季雄

がかからず気候にも影響されにく

い利点から、奄美群島全域で多く

の人が従事しており、行政も様々

な形でこの産業に力を注いできた。

サトウキビは1609年(慶長14年）
すなおかわち

に、奄美大島大和村の直川智に

よって製糖法とともに中国福建省

から伝来された。沖縄でもそれ以

前にサトウキビが作られていたよう

であるが、製糖法の伝来は1612

年と記録されている。

サトウキビの経済栽培適地は、

年平均気温20℃以_'二で､降霜が

なく、生育期に降雨が-|一分にあり、

成熟期には好天と乾燥が続くこと

が理想とされる。Ill二界の栽培地は

14120
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北緯35度から南緯37度の範囲

に分布するが、温度に恵まれた熱

帯であっても、乾期と雨期が明瞭

な気候でなければ適地とはいえな

い｡干越や台風、塩害にも比較的

強く、干越と台風が激しい南西諸

島において、サトウキビは最大

30％程度の減収に留まり、適作と

いえる｡また、日照時間が長く、高

温多湿条件にあるほど収穫が高

まる。ちなみに南西諸島は年降水

量が1,800～2,500mmもあり、栽

培適地の降水量1,500～2,000mm

に達している。喜界島は年平均気

温21℃前後で亜熱帯海洋性気

候なのでサトウキビ作りに大変適

している。

1995年現在､第一次､第二次、

第三次産業の全就業人口に占め

る農業就業者数は28％で、1980

年以降の過去15年間ほとんど変

化していない。1997年の統計によ

ると、喜界島の耕地面積の

2,130haに対して、サトウキビ畑は

超高齢社会

l,076haで、全体の約半分を占め

ている｡また、農家一戸当たりの耕

地面積は1980年の1.3haから

1995年には2.1haと増えている。

1989年に10万トンを超えていた

生産高は翌年から10万トンを割り

込み、現在8万トン前後で推移し

ている。1996年の統計で見れば、

サトウキビは全農産物生産高21

億6,518万円）の74%を占める。

喜界町のサトウキビ農業は、10a

当たりの収量、生産量、生産額と

そのいずれにおいても奄美群島

内の全市町村の中で1位であっ

た。

しかし、喜界島の財政は、1997

年度の一般会計統計で見ると､歳

入に占める自主財源は14.2%で、

残りの85.8％は地方交付税等の

依存財源である。「農業立島」を

目指してはいるものの、財政的に

は他の奄美の島々と同様、自立経

済への道が遠く険しいのが現状

である。

1990年の国勢調査では、喜界

島の人口は9,641人と初めて

10,000人を割り込んだ｡1999年12

月1日現在､9,360人である｡喜界

島では昭和30年代1955-
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島においては砧歳以上の人口が

29％と、他の奄美岬烏市町村の

中でも最もiMjX、また、農業人口か

ら見ると、1995年では59歳までの

就業者の制令が45％にもかかわ

らず、6()歳以卜.の就業者が55％

と大きく上Hっているo1990年から

比較してみると、全体では伸び率

が87％と減少しているが､60歳以

上ではm%tMmしている。

1997年現在の統計によれば、

1965)から確実に減少し姑め、

I995年では昭和30年代の人II

の578％にしか満たない。

1995年の国勢洲イf人IIを15

I畿未満、15～64歳､65)波以上の

3段階に分けた年齢階級別人｜｜

から見ると、経済の尚度成lと期に

r,二年層が流出し、過疎化が進行

した奄美群島の年齢描辿は65歳

以上の老年人'二Iの制令がh'.'jく、そ

の進行が急激になっている。喜界

浄
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喜界島には1,540人の農業就業

者がいるなかで、60歳以上の人

が実に55％も占めている｡逆に50

歳以下は全体の23％しかいない。

あと10年もすれば､単純に考えて

も、全体の70％を60歳以上の人

が占めることになる。

日本では、1970年に国連の定

める高齢化率（65歳以上の高齢

者人口が総人口に占める割合）

が7％に達し、「高齢化社会｣を迎

えたが、他に例を見ない勢いで

1995年には14%を超え､｢高齢社

農業立烏の将来

このように数字だけを見ても農

業人口の減少と就業者の高齢化

がみてとれる｡課題として、生産性

の向上を図り、また担い手農家育

成のための農業環境整備があげ

られる。

また、地域農業の発展を図るた

めには、地域ぐるみで農地、農業

機械・施設､労働力を効率的に活

用していく取り組みを推進するとと

もに､担い手農家の農業経営の確

立を市町村や農協などが支援す

会」へと突入した｡厚生省人口問

題研究所の推計によると、2010年

には高齢化率は20％を超え､欧米

諸国の高齢先進国に先駆けて日

本は世界初の「超高齢社会」にな

り､4人に一人が65歳以上の高齢

者となることが予想されている。喜

界島においても高齢化率は増加

し続けており、1999年の市町村調

査によると、高齢化率は国や県を

大きく上回る31.2%と、1995年の

29％からさらに上昇した。

る体制を一体的に整備していく必、

要も指摘きれている｡2000～2001

年産のサトウキビの農家手取額は

Itあたり20,450円に決定した。輸

入粗糖の8～9倍の額で国に買

い取ってもらっている状況だ。しか

も、コメのように生産調整もなく、出

荷の手間や販路の確保、市況を

気にすることもない。今後は、第3

セクターで運営されている農業開

発組合をはじめ、各集落に形成さ

れつつある営農集団による農作

業の受託が増えるであろう｡そうな

れば植付と管理は自分で、水まき

は地下ダムのスプリンクラーで､刈

取はハーベスターで、というように



年老いた農家でも十分サトウキビ

の栽培が続けられる。そのために

は農地の流動化や農道の拡|幅等

が必要になってくる。

また、今後は、市場の需要動向

に応じた収益性の高い園芸作物

や畜産などを組み合わせた複合

型農業の推進が行政における地

域振興としての喜界島農業のビ

ジョンである｡現在では花き､野菜、

果樹、肉用牛などその他の作目

の生産も様々な要素の上に発展し

ている｡特に、キク栽培は近年大き

く成長しており、地域興しとしても

力を入れている地区もある。ごま

の栽培も盛んで、その生産は日本

一を誇る｡このような果樹園芸・畜

産は、サトウキビとの複合経営に

よって更なる成長が見込まれる。

喜界島にはゴマや花良治ミカン、

タンカン、寒小菊など21世紀を迎

える今こそもっと見直すべきだと‘思

われる作物も数多くある。

このように明るい材・料を並べて

みても益々高齢化が進むなかに

第7章喜界島

あっては、肝心の新規就農者（後

継者)が参入してこなければ意味

がない｡現在は地下ダムの工事が

あり島の若者も大勢それに従事し

ているが､それも平成15年までに

はすべて終了してしまう。その後

は公共事業といっても、農地の

90％以上も基盤整備が済んでい

る喜界島において残るめぼしい事

業は集落排水事業くらいである。

若者がスムーズに農業に移行で

きるようにするためには農地、農業

機械や軌道に乗るまでの生活資

金の問題等をクリアしなければな

らない。そこで先にも述べた営農

集団ともからめて農地の集積や流

動化を進めていく必､要がある。農

業機械に関しても営農集団で共

同購入・管理をしたり、農業改良

資金や奄美群島振興開発基金を

積極的に利用するなどして、ゆく

ゆ<は補助事業に頼らない足腰の

強い農業を展開出来たら喜界島

の将来は明るいだろう。
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